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「めんこいな」の不耕起移植栽培における生育特性

第 1報 収量及び窒素吸収特性
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1 は じ め に

代かきをしなしい俯7潮起移植栽培は、い ど環境負

荷物質の俳出量が少な ザヽ等鍛昴理姓達技術である。これまで

のところ、不耕起移臓榔者における
「あきたこまちJ以外の水

稲脚 生育特性は十分に腐討されていなし、そこで 「めんこ

いな|の育苗箱全量施肥による不綱
―

生を明ら力ヽこ

することを目的とし、
「あきたこまちJを矧照品種として、収量

性及U灌味吸収樹生について検討した

2試 験 方 法

(1)麒
1)― :2∞2～21X13年

2)試験場所・土壌条件 :秋田農試 夫職艶射 淑職鈍り型

グライは 、剣 質

31供試品種 :めんこいな・あきたこまち (中D

41ガ植密度 :21湘 ぽ
5)移植日 12∞2年 5月 14日 、2003年 5月 16日

6)試験区の詢成 :表 11ぶ 、
7潟曜厳 :I社櫛 耐蘭睦Лいヨ鋼鰯移植した

0)窒素吸収量:生育ステージごとに相本を採取し、タ
レダー

ル法により窒素濃度を測定し、地上部窒素吸収量を算出した

3中 碑 鍛

(1)菫教の移

あきたこまち不耕区の茎数|よ あきたこまち代区に比べ
両

年とも同等からやや少なく推移し、穂蜘ま同等であ
つたも一方、

めんこいな不耕Xの茎獅ま、めんこい●ま 区に比
べ、21u年で

は少なく、鈴03年0ま多く推移し、穂数は2XX12年では同等、211113

年では多かつた 図 1、 2)。 これらのことから、めんこいな不

柳Xは異なる気濠条件下でも安定して代かき栽培と同等以上
の

穂数を確保できると考えられた

(2)剋 又卸 推移
21X12年の両品種の不耕起区の窒素吸収量は、代かき区に比

ベ

穂揃い期までやや少なく推移したが、成熟期ではほぼ同等
であ

った 国 3)。

2003年のあきたこまち不耕因の窒素吸収量は、あきたこまち

代区とほぼ同鰤こ推移し、成熟期でも同等であつた 日
4)。 一

方、めんこいな不棚Xの窒謁卿収量は、めんこいな代区に比
べ、

幼徳形成潮までは同等もしくはやや少なく推移したが、穂揃
い

期以降では多く推移した また、いずれの品種にお
いても無窒

素区の窒素吸収量ま、施肥区と同様の傾向であつた (図
4、 5)。

これは、千し き`栽培では気象条件により穂揃い期以降
の窒素吸

収量に品種間差があることを示しており、
「めんこいな」は、

21X13年の気象条件下 (6月下旬まで高温7月以降餞a鄭つ で

は、不耕起栽培することにより、生育後半の空邦卿梃塾羽
氏下

を防ぐことができることが明らかとなつた

(D生育嚇棚1鱚 恰

"“
年のめんこし亀不棚Xの生育時期別窒素吸収割恰は、め

んこいな代区に比べ移植～幼穂形成期が低く、穂前 瀬勺或熟

期が高かつた。また、20υ 年も同様の修向であ
つた (データ省

Ю。これま、「あきたこまち」と同じ1働向であり、
「めんこいな」

においても不耕起栽培の特徴であるいわゆる
「
秋まさり」の/1

育となつた (図 6)。

(4)収量及び収量榊煙 素

両年のあきたこまち不棚Xの収量及び収量構成要素は、あき

たこまち代区と同等であつたる一方、めんこいな不耕区は、
20112

めんこいな不耕区

めんこいな代区

ぁきたこまち不耕

・無追肥

・リン酸及び力りは無施用

2003年のみ別途、無窒素区を設定
育
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年0まめんこいな代区と同等であつたが、
"“
年では稽輿 籾

数の勘 mこより 1%程度増収した 2003年のめんこいな代区の

収蟄ヤ9可取 であるが、「めんこいな」の不耕起栽培|よ 代か

き移植と同等以上の収量が得られると考えられた また、育苗

3-Eに よる「めんこいな」は、同=罐 でも
「あきた

こまちJ日叱ぺ 不耕起栽培0ま 7～鏃ノa、 代力き栽培0ま 2

～7kg/a増収した (表 2)。

4ま と め

一 めん
こいな不耕

-3-めんこいな代

― あきた
こまち不耕

― あきたこまち代

6/7   6/28   7/19   8/9   8/30   9/20

図1茎数の推移 (収穫期は穂数 :2∞2年 )

一
めんこいな不耕

―●―めんこいな代

― あきた
こまち不耕

― あきた
こまち代

「めんこいなJは育苗箱全量施肥による不耕起栽培すること

で、生育後半の窒素吸収の低下を防ぐと同咄こ、安定した穂数、

籾数が確保されへ代かき栽培と同S、上の収量力鴇 られた
一方、生醐 嗜弱場あ浩J合は、代力き栽培と比べ、移植

～幼穂形成期が低く、穂揃い～成熟期が高し、 これは「あきた

こまちJと同じ仙向であり、「めんこいなJでも不期起殿培の窒

柳 のギ硝効絣 さオtブL
さらに、育苗箱鋤 巴による「めんこヽ なヽ」は、「あきたこ

まち」に比べ同=施肥量
でも、

'不
耕起栽培では 7～8kg a、 代か

き栽培では2～ 7kg/a増収した

6/6    6/27   7/18    8/8    8/29   9/19

図2茎数の推移 (成熟期は穂数 2∞3年 )

5/14  6/4  6/25 7/16  8/6  8/27 9/17 10/8
図4 「あきたこまち」の窒素吸収量の推移

(211t13年 )
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図3窒 素吸収量の推移(2002年 )

6/4  6/25 7/16  8/6  8/27 9/17 10/8
「めんこいなJの窒素吸収量の推移

(2003年 )

0%     20%    40%     60%    80%    100%

■移植～幼形期  口幼形期～穂揃期  日穂捕期～成熟期

図6生育時期別窒素吸収割合(2003年 )

めんこいな不耕

めんこいな代

あきたこまち不耕

あきたこまち代
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一
めんこいな不耕

―― Nめんこいな代

― あ
きたこまち不耕

― あきた
こまち代

― あきた
こまち不耕

ヽ あきたこまち代

― あきたこまち不耕無N
―驀ヽ あきたこまち代無N

一 め
んこいな不耕

一 めん
こいな代

一 め
んこいな不耕無N

一
めんこいな代無N

2002年  めんこいな不耕  384   761   292   923   229   647   101    0

あきたこまち不耕  391   759   284   888   227   564    99    05

2003年  めんこいな不耕  450   829   373   799   224   655   110    0
めんこいな代   396   723   286   943   226   594  (100)   0
あきたこまち不耕  427   743   317   910   214   583   102   05
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